
令和４年度 第３回喜入支所管内の振興に係る地域懇話会概要

日 時 令和 4年 10月 12 日（水） 14 時 00 分～15時 40 分

場 所 喜入支所

出 席 者 地域懇話会委員、地域活性化アドバイザー、事務局

会 次 第

〇報告事項

〇協議事項

地域活性化計画の精査／計画に基づく事業の検討

主な意見等

【各委員等からの意見】

①地域活性化計画について

○ 喜入の計画は具体性があるが、連携を意識した活動が非常に大事。

○ この計画を住民にどう知らせるのか。地域住民からの盛り上がりがないといけな

いので、早くＰＲすべきではないか。そうすることで期待感も出てくる。

○ ３つの計画を進めながら、各校区でもやりたいことがあれば取り組んでいくんだ

ということを各コミュニティ協議会にも伝えていかないといけない。

○ 今は地域住民に計画を話せない状態だが、言える時が来たら教えて欲しい。

○ 設計図はあるが、地元をこうしたいという地域住民の気持ちがないように思う。

②旧麓地区の空き家活用について

○ 地道に頑張っている自分たちの姿を見て、旧麓以外の方々も協力する雰囲気がで

きている。

○ 子どもが体験できるような場になったら、家族での滞在時間も長くなり、喜入の

スポットや普段行かない場所を巡るきっかけになる。

○ 旧麓を後世に残すため、世代交代がうまくいくような場所にしたい。

○ 持続可能なものにするためには、地元が稼げる仕組みを作らないといけない。

【オブザーバー（全国古民家再生協会鹿児島支部）からの意見】

○ 旧麓の空き家は古民家として非常に状態が良い。

○ ＤＩＹは地域住民が自分たちでやるという気持ちが大事。

○ 若い人たちを入れて分析し、喜入の弱みと強み、機会（チャンス）を組み合わせ

ると最高のものが出来てくる。若い人、高齢者、地元住民の場を作り、活性化と

は何だということを明確化しないと長続きしない。

○ 旧麓の武家屋敷や歴史とかを出しながらやると楽しい地域になる。ユナイテッド

は起爆剤となるのでスポーツを絡めてくると非常に優位になる。

○ 喜入が盛り上がることを実際に活動しているので、それが繋がる状態を作ると新

たな何かが生まれてくると思う。分析をすることで、計画案がクリアになり方向

性等も見えてくると思う。

【地域活性化アドバイザー】

○ 事業自体がまだ正式に決まっていないので、これからどうやって情報を出してい

くのかが今後の課題である。

○ 喜入の方向性は回遊性を図ることで、ユナイテッドの練習を見に来る人はコロナ

が収束した時にある程度来てくれる見込がある。その人たちをユナイテッドだけ

でなく回遊させてシェアすることがこの計画に盛り込まれており、５年後、１０

年後中長期的に指宿や知覧に行く人も同じように回遊してもらえるような形に

なっている。

○ 地域の人がデジタルを使って発信していく事が大事。そのためには地域の人が取

組や地域の良さを知っていく必要がある。誰かがやるのではなく、皆でやりまし

ょうという運動をここから発信してもいいと思う。

○ いろんな意見が出た中で、連携というのは地域からやっていかないとと改めて思

った。自分にはできなくてもできる人がいて、人を集める力がある人とかいろん



な人がいると思うので、すべてを受け入れて連携していくのはすごく大事。喜入

を良くしたいという想いは同じなので、変な色眼鏡で見ずに一つになって動き出

すというのがいいと思う。

【その他】

○ 瀬々串校区では、地域活性化に向けて国際大学とワークショップを行った。

○ 中名駅前の旧校長住宅は、現在、高齢者が公園でグランドゴルフ後の憩いの場と

しての仕組みを作っており、今後、旧麓のような古民家を使った何かができれば

いいと思っているが後継者が育っていないのがネックである。

○ 生見海水浴場でのユニバーサルビーチの開催について（委員より他都市の事例紹

介）

○ 地域に関わってくれるユナイテッドの選手のアフターキャリアを受け入れる形

はできないだろうか。地域への定住化や人口増加に繋がる起爆剤になると思う。


